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大阪大学医学部 助教授 池永満生 昭和56年12月~昭和58年3月
広島大学 原医爆学研放射究所能 助教授 鎌田七男 昭和58年9月~昭和60年3月
長崎大学医学部 助教授 吉川 勲 昭和60年4月~昭和62年3月
平成元年4月~平成6年3月
広島大学 原医爆学放研射究能所 助教授 丹羽太貫 昭和62年4月~平成元年3月
広島大学 原医爆学放研射究能所 助教授 星 正治 平成6年4月~平成6年8月
〔放射線類似作用客員研究部門〕
客員教授
大阪大学医学部 教授 野村大成 昭和62年7月~平成4年3月
東京大学理学部 教授 嶋 昭紘 平成4年4月~平成6年3月










所 属 役職 氏名 在任期間
理学部 教授 加藤幹太 昭和51年5月~平成2年3月
理学部 教授 波多野1専行 昭和51年5月~昭和52年3月
医学部 教授 鳥塚莞爾 昭和51年5月~昭和55年3月
昭和61年4月~昭和63年3月
薬学部 教授 田中 久 昭和51年5月一昭和52年3月
工学部 教授 井上頼輝 昭和52年4月一昭和54年3月
農学部 教授 山県弘忠、 昭和52年4月~昭和54年3月
化学研究所 教授 重松恒信 昭和54年4月~昭和55年3月
農学部 教授 常松恒一郎 昭和54年4月一昭和56年3月
化学研究所 教授 竹腰秀邦 昭和55年4月~昭和57年3月
医学部 教授 菅原 努 昭和55年4月~昭和56年12月














































































































































年 度 上半期 下半期
昭和60(1985)年 6 8 
昭和61(1986)年 7 7 
昭和62(1987)年 9 7 
昭和63(1988)年 10 10 
平成元(1989)年 13 10 
平成2(1990)年 9 12 
平成3(1991)年 9 15 
平成4(1992)年 12 12 
平成5(1993)年 12 12 































International Symposium “Molecular Mecha-1 1977 .12.15 
nisms and Genetic Factors in Radiation Car-1京都
cinogenesis" 1 '参加者150名(国外12名)
International Symposium “Perspective in the 11978.8.30-9.1 
Modification of the Rate of Aging" 京都
|参加者126名(国外24名)
International Symposium “Radiosensitivity， 11979.5.20-22 
Repair and Protection" 1京都
1 '参加者98名(国外47名)
J apan-Sweden Radiation Carcinogenesis Seminar 1 1980.1.14-15 
“Role of Radiation in the Etiology of Cancer" I京都
|参加者74名(圏外9名)
International Symposium “Chromosome Muta-11981.9.28-29 
tions : Their Potential Relevance to the 1京都
Genetic Risks in Man" 参加者102名(国外37名)
International Symposium “DNA Repair of Radia-11982.11.12-14 
tion and Chemical Damages" 1守山
参加者119名(国外12名)
International Conference “Thiol Conference: I 1985.7.4-5 




International W orkshop“Re-evaluation of Hiro-11985_11.28-12.3 
shima and N agasaki Cases by Chromosome 1京都
Aberration Analysis for Dose Assessment 1参加者70名(圏外19名)
and Risk Evaluation'. 
International Symposium “Biotechnology in 11986.11.25-27 
Radiobiology: DNA repair Genes'. 京都
|参加者119名(国外15名)
International Symposium “Tritium Radiobiology 1 1988.11.8-10 
and Health Physics" 1京都
|参加者団名(国外7名)
International W orkshop “Origin of Mutation and 11993.3.2-3 
Risk of Cancer" I京都
参加者82名(圏外3名)
International Symposium “Gene Regulation and 1 1994.11.21-22 
























































































































































































































期 間 | 氏名・研究課題等
昭和昨9月~昭和5削月|客員教授鈴木寧之(東海大学医学部教授)
ネマトーダにおける DNA修復
昭和52年9月~昭和53年3月|客員助教授嶋昭紘(滋賀医科大学助教授)
魚類培養細胞の樹立と DNA修復
昭和53年6月~昭和55年3月|客員助教授 平川瀬名(京都大学医学部助教授)
放射線生物学における情報検索法の確立
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昭和54年6月~昭和56年3月 客員教授関口睦夫(九州大学医学部教授)
ヒト細胞のDNA修復酵素に関する研究
昭和55年7月~昭和56年10月 客員助教授 坂本澄彦(東京大学医学部助教授)
がんの放射線治療の基礎研究
昭和56年4月~昭和58年3月 客員教授野津敬一(奈良医科大学教授)
紫外線のDNA損傷と修復
昭和56年12月一昭和58年3月 客員助教授 池永満生(大阪大学医学部助教授)
広島・長崎の原爆線量再評価
昭和58年5月~昭和60年3月 客員教授藤原美定(神戸大学医学部教授)
ヒトのDNA修復・クロマチン修復と発がん
昭和58年9月~昭和60年3月 客員助教授鎌田七男(広島大学原爆放射能医学
研究所助教授)
原子爆弾放射線の人体影響とくに生物反応からみ
た線量再評価
昭和60年4月~昭和62年3月 客員教授青山喬(滋賀医科大学教授)
放射線感受性を決定する諸要因
昭和60年4月~昭和62年3月 客員助教授吉川 勲(長崎大学医学部助教授)
放射線感受性を決定する諸要因
昭和62年4月~平成元年3月 客員教授嶋昭紘(東京大学理学部教授)
放射線の遺伝的影響の実験的研究
昭和62年4月~平成元年3月 客員助教授丹羽太貫(広島大学原爆放射能医学
研究所助教授)
発がんの分子機構の研究
平成元年4月~平成4年3月 客員教授森田敏照(大阪大学教養部教授)
車宇帝国1包における DNAfl主流夏
平成元年4月一平成6年3月 客員助教授吉川 勲(長崎大学医学部助教授)
宇宙環境における放射線の遺伝的効果
平成4年4月~ 客員教授二階堂修(金沢大学薬学部教授)
単クローン抗体を用いたDNA損傷とその修復の
定量解析
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平成6年4月~
第2節研究活動の発展
客員助教授星正治(広島大学原爆放射能
医学研究所助教授)
放射線の細胞への物理作用の検討
5. 放射線類似作用客員研究部門
放射線類似作用客員研究部門は当センターにおける第 2の客員研究部門と
して昭和62(1987)年に設置された。われわれの環境中には様々な環境変異原
物質(化学物質)が存在し、その中には放射線に類似した影響を生体に与える
ものがある。これらの化学物質の作用を明らかにするとともに放射線作用と
の類似点および相違点を明らかにし両者の理解を深めることが主題で、種々
の放射線類似化学物質による突然変異、奇形、発がんに関連したプロジェク
卜研究を推進してきた。本部門に在任した教官および研究課題は表34-9の
とおりである。
表34-9 放射線類似作用客員研究部門における研究課題
期間 氏名・研究課題等
昭和62年7月一平成4年3月|客員教授 野村大成(大阪大学医学部教授)
日南乳動物における放射線障害発生の遺伝的要因の
解析
平成4年4月~平成6年3月|客員教授 嶋昭紘(東京大学理学部教授)
メダカを用いた突然変異検出系の開発
平成6年4月-客員教授 渡辺正巳(長崎大学薬学部教授)
放射線発がんの基礎研究
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〔放射線生物研究センタ一年表〕
昭和37年2月 日本学術会議原子力特別委員会放射線影響部会が長期計画
小委員会を発足、放射線影響研究の将来計画の検討を開
始。
昭和41年 5月 日本放射線影響学会に放射線影響研究に関する将来計画検
討委員会が発足。
昭和43年11月 日本学術会議原子力特別委員会の下に放射線影響研究推進
小委員会設置。
昭和43年12月 放射線影響研究推進小委員会に第 l、第2、第3専門委員
会設置。第2専門委員会で放射線障害基礎研究所設立を検
討。
昭和45年12月 放射線障害基礎研究所設立準備委員会発足。
昭和46年4月 放射線障害基礎研究所を京都大学附置の共同利用研究所と
して概算要求。
昭和51年5月 全国共同利用施設「京都大学放射線生物研究センター」設
10月
昭和52年1月
4月
6月
10月
昭和53年4月
昭和54年11月
立。
放射線システム生物学研究部門および事務部設置。
菅原努教授センター長に就任。
放射線生物研究連絡会議発足。
『放生研ニュースJ創刊。
核酸修復客員研究部門設置。
放射線生物研究センター将来計画専門委員会発足。
放射線生物研究センター共同利用専門委員会発足。
突然変異機構研究部門設置。
日本学術会議放射線影響研究連絡会に将来計画検討小委員
会が発足。
昭和55年4月 鳥塚莞爾教授センタ一長に就任。
5月 日本学術会識が「放射線影響研究における研究・教育体制
の整備について」の要望書を政府に提出。
昭和58年4月 晩発効果研究部門設置。
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11月
昭和59年11月
昭和61年4月
昭和62年4月
昭和63年4月
平成元年4月
平成 5年 4月
5月
平成6年4月
日本学術会議が放射線生物研究センターの拡充案を含む
「大学関係を中心とした原子力基礎研究ならぴに放射線影
響研究の推進についてJを政府に勧告。
センター研究棟第 1期工事竣工。
武部啓教授センター長に就任。
放射線類似作用客員研究部門設置。
岡田重文教授センター長に就任。
武部啓教授センター長に就任。
佐々木正夫教授センタ一長に就任。
自己点検・評価委員会発足。
センター研究煉第2期工事竣工。
791 
